
製品概要  

。
時
点
勅
時
世
〓
妄
道
這
 
 

－
T
Y
致
り
心
州
′
」
「
・
陳
T
」
、
り
言
皿
堪
度
漣
ミ
≠
1
≠
R
鼎
苧
」
「
g
怠
り
ト
e
傑
史
空
所
墓
愈
．
更
埴
柊
 
 

富
皿
電
撃
ゼ
州
 
 

√
・
∴
・
二
∴
二
二
号
こ
こ
】
∵
∵
二
∴
崇
J
‥
ご
」
二
∵
」
 
 
 

＃
部
将
喪
主
長
÷
症
宣
・
」
－
ト
n
へ
・
エ
∴
斗
 
 
撫
堆
酬
鋸
蟹
畢
盤
堕
 
 

1
ム
1
㌧
J
恥
n
エ
ー
ソ
†
↑
パ
ケ
〓
ヘ
コ
ヽ
L
 
 

（
将
来
淋
＋
他
車
壁
）
 
巴
0
0
C
 
よ
の
t
 
 

瑠朝潮出盛幽ヤ由00∞  

【 c 
寸 
t   

蜜 
華 
鱒 
埜 
盛 
雄 
○   

（
G
J
卓
二
｝
貞
勅
華
稔
り
｝
態
悪
寒
 
 

聖
 
′
㌣
僻
′
導
簑
査
凶
濯
聾
題
吏
霹
）
 
 

（
湛
澄
轟
）
 
T
 
U
 
 
 

堆
魯
凶
植
嘉
 
 

画
堰
1
頁
1
宣
 
 

（
樹
脂
）
 
 

哺
服
装
 
 



ゆ  

′■ヽ   b■  

和  
醸  

憩  
勅  
㌣  

登  
潮  ～′イ  

′罠   卓  
当  
㌣  

富  森   
Ⅲエ   献   
琶   
壁   ？ノ↑   【R    眉   

当   
朝   ナ¢  

句。  
艮、百  

担当  
或藁  
富：監  

在忍  
鼓舞  
g†¢  

柾±  

照崩  
是上ま  

如皆  

剣客  
轟叶  
態泄   
出（  

′g  
宇ノ■β  

敵将  

准  
余  
凶  
旭  
嘉  

吏堪  
振セ  
）装   

価格調整の資料  
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⊂）為替レート（平成19年7月～平成20年6月の口銀による為替レートの平均）   

1米ドル ＝  113H   

l英ポンド ＝  227「「  

1ユーロ  ＝  162円  

〇外国平均価格171，841H  

＝（112，887円＋209，975円＋153，900円＋210，600円）÷4   

※上記諸外同（米、英、独、仏 4カ国）の平均販売価格から平均を算出した（、  

○価格（案）  

保険医療材料専門組織における検討の結果、143，800円と設定した。  

この価格は、外国平均価格171，841Hの0．銅倍に相当する。  
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価格調整の資料  
製品概裟  

アリスタAH  

1販売名  アリスタAH  

諸外国におけるリストプライス  
泉⊥医科貿易株式会計  2 希望業者   
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〔）アメリカ▲合衆l王l  

O連合王国  

○ドイツ  

（〕フランス  

木製品は、手術時に使用される局所止血材であり、生体吸収性をもつn  

従前の同日的の製品「吸収什局所止血材」（一般的名称）と同様の使用方  
法、効果を粘つが、それらがウシ巾来コラーゲンを原材料として利川す  
る♂）に対し、木製品は植物由来であるバレイショデンプンを加水分解し、  
種々♂．）加⊥がなされた成分を腺朗料とした、多孔性粒了心′IPIIこ  
hイ了げ（，－，く－†t（，uパPr巾トa（－〔ニ1－a－－1【i〔、TT【刑）叩t－CT、【ニト）である。この粒7－は血娩  
出白のような高分了・及び血軌戊分に【跡L叉せず、水や低分了琶物質を枇了■  
州こ取り込む作用を有する、、MPHが血液と偵触した際、約15借まで  

膨張」、濃縮された血液成分はゲル屑を形成する。ゲル層では過渡縮が  
起き、血液凝固機能の低い状態の愚者においても血塊がノ】多成される‖本  
製品は容器内のMl－Hを出山都に止接噴霧して使用する。   

口）手術叫二山血部位に直接噴霧する。適切に山血部位を圧迫する。   

⑦噴霧された製品｝の粒子が、血液中の水分をとりこみ、約15怯まで   

膨張するL   

③濃蘭された血液成分は凝個し、数分以内に血兼凝固塊を形成し、出血一   

部仰の止血がなされるこ   

¢）粒子は酵素の働きにより24時間から4即寺間以拙こ創傷部位より完全   

に吸収、消失する：  

3 構造・原理  

○為替・レート（ヰ成19年9ノり～平成20隼8月の日銀による為替レートの平均）   

1米ドル ＝  110H   
l英ポンド ＝   221H   

lユーロ  ＝  162円  

○外国平均価格 岬  

＝（11，000H＋13，260H＋15，390H＋15，390H）÷4   

※上記諸外同（米、英、独、仏 4カ国）の平均販売価格から平均を算出したし，   

〇価格（案）   

保倹医療封料専門組織における検討の結果、14，000円と設定したいこの価格は、   

外同平均価格13，760円の1ル2倍に相1する。   

結数を含む通常の外科的蜘引こよる止血が無効で、止血が達成できな  
い腺含の各種手術時における補助的な止血。  4 使用口的  
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胎生月    日：平成21年2月1日   
一定書ttd∫定■！■■雷の区分 

内複儒   

ふ8帝廿日由行動下血I〒！汁   

内．捜   
220AB8ZX00245000  ノト  ‾ビ子  オスコーフOLYMPUSSIFTYP∈YODO2  ンハスメ  ィカルシ入  ム入  戎舎  

●・；；  ＝ …＝●  大  ビデ  オスコーフoLYMPUSCFTYPEYOOO7シリース  ン＜スメ  ／カルシ入  ム入▼  式舎  

220ABBZX∝）∝【）000  大  ‾ビ子’  才スコープOLYMPUSCFTYPEYOOD6ソトス  

メト一口ニックソファモ門’わり株     式会社  

220AIBZXO（船97（氾0  セナ■ンテミオス  株式会社日本丹’Jワクス  

Y18100   
11¶し当たり事川．gOO   
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先進医療専門家会議における第2項先進医療の科学的評価結果  

整理  先進医療名   適応症   
先進医療費用※ 己  保険外併用療養費※   総評  技術の概要   

番号  （自負担）  （保険給付）  

抗EGFR抗体医薬投与前におけるKRAS遺  
148   伝子変異検査（EGFR陽性の治癒切除不  EGFR陽性の治癒切除不能な進行・再   8万円   

能な進行・再発の結腸・直腸がんに係るも  （1回）  
1万1千円   適   別 紙  

のに限る。）   

※ 届出医療機関における典型的な症例に要した兼用  

【備考】   

O「第2項先進医療」は、婆事法上の未承認又は適応外佳  
的な医療技術。  

薬品又は医療機削）使用を匡亘司、未だ保険診療の対象に至らない先進  

匡］、薬事法による申請等に繋が  O「第3項先進医療（高度医療）」は、韮茎法上の東泉該又は適応外任用である医薬品又l  
る科学的評価可能なデータ収集の迅速化を図ることを目的とした、先進的な医療技術。  
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先進医療評価用紙（第2号）  

当該技術の医痴機関の要件（案）  
先進医療評価用紙（第1号）  

先進医療名及び適応痔：杭上（▲〕上、艮抗体鹿央投与前におけるl川AS遺伝子変異検香（E（丹比敵性の  

治癒切除不能な進行・ヰ先の粁腸・直腸がんに係るものに一娘る。）  先進技術としての適格件  

Ⅰ．実施責任医師の要件  

囲（内科又は外科）・不要  

抗EGFR抗体医薬投与前におけるKRAS遺伝＋変異検奄（EGFR腸件の治癒切  

除不能な延々丁・再発の結腸・直腸がんに係るものに限る√）  

先 進 医 療  
の  名  称  

囲（消化器病即「臥消化器外科剛直又はがん炎物療饉鴻  

門医）・不要  

」当該診療科の経験年数   1 匝（5）年以卜不要   

当該技術の鐘験年数   囲（1）年以上・不要   

当該技恥の経験床例数注1）   実施者［拙者］として（3）例以上・不要  

［それに加え、助手又は術者として（）例以上・匡司］   

その他（卜記以外の要件）  

Ⅱ．医療機関の要件   

診療科   囲（内科又ほ外科巨木要   

実施診療科の厚帥数 拝2）   回・不要  

具体的内容：常勤庭師1名以上   

他診療科の医師数 注2）   囲・小事  

具体的内容こ病理部門が設帝され、病弊直が配置されていること。   

その他医療従事者の配筒  固（典剤師及び臨床検香技師が配辞されていることト不要   

（薬剤師、臨床工学技士等）  

病床数   囲（2（凍以トト不要   

看讃配荷   要（対1看護以上）・巨頭   

1菌体制   要（  ）・匡司   

緊急手術の実施体制   要・巨頭   

院内検香 ほ4時間実施件抑り   園・不要   

他の医療機関との連携体制   要・巨頭   
（患者容態急変時等）   連携の具体的内容こ   

医棟機器の保守管理体制   国・不要   

倫理委員会に上る巷；有休制   囲・不要  
審査開催の条什：実施医囁轢関iこおける初回症例については  

必ず事前に開催すること．、   

医療安今管理委員会の設帯   屠りド要   

室療機関としてこり竺譲左折（「）実施症例数   垣t：3症例以上）㌧不要   

その他〈上記以外の要什、桝，運転㍍ンt  「遺伝子関連検杏検体品質管秤マニュアル」（ロ本軌大検賓標準   

ルナ∫の尖施一本判れと・電 器）  協議会）iこ準拠した検体品質管理を有うこと。   

Ⅲ，その他の要件   

頻回の実績報告   妥（月間メタ士 床伊ほでは、毎月報告）・巨頭   

その他（上記以外の要件）  

適 応 症   
回．訝当て観る、  
臥 妥当でない「（理山及び修正案：  ）  

A．従火の技術を用いるよりも大幅に有励 

も 効 件   

C．従来の技術を用いるのと同程度、又は劣る．，  

団．問題なし1（ほとんど副作用、合併痛なし）  
安 全 性      B．あ吏り問題なしn（掃い副作用、合併痛あり）  

C．間組あり（重い副作用、合併症が′発生することあり）  

A．当該分野を専門とし経験を積んだ医師又は医師肋指導卜であれば行える。  

技 術  的  
画．当該分野を刷りとL数多く経験を積んだ庭師又は医師の指導卜であれ鳶有  

成 熟 度   
えろ．、  

C∴当該分野を上♯門とし、かなりの経験を積んだ庭師を中心とした診標体制をとっ  

ていないと行えない。  

社会的妥当惰  
lて十会的倫理  

的Ⅶ題等）   
B．倫理戌間鞄等があるり  

．斗．屈息率、有■病率から勘案して、かなり一宮及している。  
現時点での  
普 及 性      国．雁患率、有病率から勘案し・r、ある程度普及している、    C 

．碓恩率、有病率から勘案して、普及」ていない巨  

既に保険導入されている医療技術に比較して、  

効 率  作      A．人幅に効ヰ的1  
回．やや効率的、  
じ効ヰ性は同社止又は劣るハ  

将火の保険収  毎・将来的に保険収載を行うことが妥当、  
我の必要性  B．将火的に保険収載を行うべきでない。  

総合判定： 画・・歪  

コメント：   

総  評  

注1〕当該技術の産験症例数につい‾∴：吏魔昔 術者1としての窪験症例む求める場合には，実施者L御者」とし．  
て  ■ ）桝以上・小委 巾欄を・記載すること  

注2）医師の跨棉・（草た専門医等）、経験年数、当該技術の；払験年数及び当す亥技裾の経験症例数の観たを含む，例え  

ば、経験中敷ニー牢以上のエ科医師が□名以上」なお、瞑加にけ．歯科原曲葦）含よJtる＿  

④   

備考 この用紙は．ロ木工業規格A列小藩とすること（医療機阻名は記人しないこと（  
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平成20年6月30日時点における先進医療の実績報告について  

平成20年度（平成19年7月1日～平成20年6月30日）実績報告より  

第3項先進医療  
第2項先進医療  

（高度医療）   
計   

① 先進医療技術数（平成20年6月30日現在）※1   76種類   15種類※2   91種類   

（a 医療機関数 （平成20年6月30日現在）   330医療機関   197医療機関  448医療機関   

③ 全患者数   4，811人   4，768人   9．579人   

④総金額   約75億4千万円  約26億3千万円  約101億7千万円   

⑤保険外併用療養費の対象となる医療費総額（保険診療分）   約32億円   約22億4千万円  約54億4千万円   

⑥先進医療費用の総額   約43億4千万円  約3債9千万円  約47億3千万円   

⑦1入院全医療費のうち先進医療分の割合（⑥／④）   57．6％   14．8％   46．5％  

※1先進医療技術数については、健康保険法の一部を改正する法律（平成18年法律第83号）において、平成18年10月1日より統合された   
旧高度先進医凱こおいて行われていた技術を含めた技術数である。なお、平成20年診療報酬改定時に保険導入又は削除とされた技術は除か  

一 れている。   

※2 第3項先進医療技術数については、「時限的先進医療」として平成19年7月1日から平成20年3月31日まで実施された技術を含めた技   
術数である。  

＜ 過去5年間の実績 ＞  

保険外併用   1入院全医療  

療養費の  費のうち先進  
技術数  医療機関数  全患者数  総金砧  

総額 （保険診療 分）   

の割合   

平成16年5月31日時点における高度先進医療の  
実績  71種類  90医療機関  2．199人  約22億円  約11億円  約11億円   48．8％   

平成15年6月1日～平成16年5月31日  

平成17年5月31日時点における高度先進医療の  

実績  109種類  126医療機関  3，082人  約43億円  約20億円  約23億円   54．3％   

平成16年6月1日～平成17年5月31日  

平成18年6月30日時点における高度先進医療及  
び先進医療の実績  107種類  160医療機関  4，561人  約68億3千  約30億7千  約37億円6   55．1％   

平成17年6月1日～平成18年6月30日  
万円   千万円  

高度先進医療の実績   101種類  1柑医療機関  4．166人  約66億円   約29億円   約37億円   56．1％  

先進医療の実線（平成17年10月1日～）  6種類  52医療機関  395人  約2億3千万円  約1億7千万円  約6千万円   25．2！b   

平成19年6月30日時点における先進医療の実績  117種類  373医療機関  14．179人  約98億4千  約49億4千  約49億円   
万円   

49．8％   

平成18年7月1日～平成19年6月30日  

平成20年6月30日時点における先進医療の実績  

91種類  448医療機関  9．579人  約101億7千  約54債4千  約47億3千   46．59も   

平成19年7月1日～平成20年6月30日  
万円   万円  



整理  技術名   告示年月日   石）総金i象  

番号  （円）   綴署長捻温  
（円；   

抜硯下屑峠下腫徐圧術（透析アミロイド肩関節症又は腹横断裂、五  
30   十肩書しくは関節リウマチその他の原鼠による肩インビンジメント丘 こるものに曝る∴  平15，9．1  

候軌係  
神経蛮性疾患のDNA診断いンテントン舞托病、脊髄小脇霊性丘、  

31   球脊髄性筋萎縮症、家族性筋萎縮性側東硬化症．家族性低カリウ ム血症性周期性四肢麻痺又はマックリード症候群その他の神経変 性疾患に係るものに限る∴  平159．1   8．754．902  8．505，202   12．8  20   

難治性眼疾局に対する羊脛移植術（再発賞状片、角膜上皮欠損 く角度移植によるものを含む．）．角腹芳子L角岳化字腐ま、角煙癒  
つつ    痕、瞼球癒着（ステイープンスージョンソン症候群、岨類天癒瘡．熱・ 化掌外ヰ應癒その他の重症の慮癌性角鶴腹疾患を含む′），満腹  17．712．319  13，843．759   12．7  46   

上皮内通形成又は綜虜ば瘍その他の鳩麦面疾ゑに係るものに屈  
る∴   

33  王種子規治薇（固形がんに係るものに限る∴   平1511．1  21213．242，593  260．261．593   26．7  634   

34  脊椎饉ヰに対する腫瘍脊椎骨全純絹（原発性脊椎腫瘍又は絃移性 脊椎席瘍1こ係るものに限る∴  平16．1．1   98．437．8之6  66，175．426   58．8  

31燐一概気共鳴スぺウトロスコピーとケミカルシフト画像による糖尿  

35   病性足病変の非侵襲的診断（爛尿病性足病変危険割と考えられる 着に係るのに限る∴  平16．8．1   193．576   171、376   3．0  
清原病居も  

36  神性芽嘘のRNA診断   平16，8．1  

硬膜外腔内視漬による難治性腰下肢痛の治療（腰椎椎間板ヘルニ  
37   ア、腰部脊椎管狭窄症又は硬推手稿の実施後の腰下肢痛（保存治  30．459．824  18．477．349   10．7  64   

療に抵抗性のものに限る．）に係るものに限る∴   

王在日CG副反応症例における遺伝子診断（BCG副反応症例又は  
38   非定形杭酸薗感染で王症、反復若しくは難治である場合に係るもの  

‘テ・・   
39  背紋酢腫瘍切除後骨欠損に対する自家液体呈薫処理骨移植   平16．11．1   98．215，886  96，736．086  185．3  

隠馳凱こ対する牧腔抜補助下降切除術〈インスリノーマ．脾動脈  

40   軌粘液性斉胸腫瘍、降管内腫瘍その他の膵良性睦瘍に係る肛体  25．772，487  19，652．087   23．9  19   
尾部切除又は核出塙に限る′）   

41  性悪性度那ホジキンリンパ腫の遺伝子診断（マントル経歴ルンバ踵 の補助誇麿として用いるものに限る∴   平16．11．1   286，908   133、90【〉  5   

42  悪性脳腫瘍に対する抗悪性腫瘍刑頴療における茶斉鵬性遺伝子 解析  平T6．11，1   58．483「538  58．150．238  113．7  

43  0熱診断における血清抗体価濃l定及び病原体遭握手診断こ急性期 又は慣性期のQ熱に係るものに限る 

．つ   
473．910   134．   0  19   

エキシマレーザー冠動脈形成術（桂皮的冠動脈形成術（エキシマ  
44   レーザー冠動脈形成稲を除く．：による治療が臨難なもの、・優性克  50．374．錮3  42。986．85   9．3  29   

全開茎のもの又はこれに草するものに係るものに限る∴   
活性化Tリン／昭移入療法（原発性若しくは続発性の免疫不全症の  

45   難治性日和見感染症又は慢性活動性EBウイルス感染症に係るも のに限る 

∩）   

46  家族性アルツハイマー病の遺伝子診断   平16．12．1   70．430   8．030   0  

47  膀胱尿管逆流症lこ対する腹腔鏡下逆流防止術（膀胱尿管逆流症 く底貯分籍ケし－ドⅤの高度連流症を除く。）に係るものに限る。）  平】6．12．1  
4a  三次元再構築画像による股防衛疾患の給斬及び治療   平16．12．1   23丁969．693  221．528．487   25．9  122   

泌尿生殆器腫瘍の後腹原リン／く節転移に対する腹腔鏡下リンパ節  
49   郭汗術こ泌展望殖器錘瘍のリンパ節転移例又は画像上リン／く節転 の 3．841，740  2，283．01D   13．3  4   

移が疑われるものに係るもに恩る．）   

HLA抗原不一致血繰ドナーからのCD3月陽性造血押紙胆移権（H」  
50   A適合ドナーがいないために造血幹細胞移植が受けられない小児  

のがん、難治性造血障害又は免疫不全症に係るものに限る∴   

東経椎間板ヘルニアに対するヤグレーサーによるCT透視下の程度  
的椎間板減圧術（頚椎椎間板ヘルニア（画像診断上稚Ⅵ坂鳳掩楕  
の破綾していないヘルニアであって、神桂根症が明らかであり保存  
治療に抵抗性のものく後確執帯削ヒ丘、脊稚管狭窄状眉又は青嶋  
症状のあるものを除く「）〉に係るものに限る「）   

52  ケラチン病の遺伝子診断く水庖型魚躾殿様虹皮症又は単純型表皮 水庖症その他の遺伝子異常に係るものに限る 

。：   

53  隆起性皮膚線稚内腫の遺伝子診断   平17．4－1   89．840   59．04   0  

末梢血幹細胞による血管再生治療（慢性関釜性動脈酎ヒ丘又は  
54   パージヤー病（重篤な虚血性心疾患又は旋血管障専を有するものを  32、539，843  27，909．4丁6   39．3  

除く∩）に係るものに限る丁〕   

末梢血単核秤移植による血管再生治療（慢性閉塞性動脈硬化症又  

55   はバージャー病（従来の内科的治療又は外科的治療が無効である ものに限り、三年以内の野性新生物の既往又は束治療の糖尿病性 網膜症のあるものを除く 27，878．156  23、146、426   3了．8  

．）に係るものに限る∴   

平成20年6月30日時点における第老項先進医療技術に係る費用  
平成20年度実績報告（平成19年7月1日～平成20年6月30日）  

琵理  技瀦名   告示年月日   番号  

高周波切除器を用いた子宮腺筋症抜出術   平17．101   91．04臥949  64．用6．79   11．7  138   

ロ  膝軌帯再漣手術における画燵支援ナビゲーション（前十字靭帯損傷 又は後十字靭帯損傷に係るものに限る 

⊂）   

118．丁85、460  110．401t460   25．5  1∝）   

凍結保存同棲組織を用いた外科治療（心臓弁又は血管を用いるも  
3   のであって．組織の凛紹保存及び外科治療を同一席設内で行うも のに限る 224．495．491  202．637．5丁8   67．  28   

∩）   

4  胎児心建菅濾検査（産科スクリーニング胎児超音波検査において心 がくれ症にのに限る 

疾患強疑わる例係るも。）   
100．098．316  ■  ●●●   ■   4．  808   

5  インプラント義歯（顎骨の過度の吸収により、従来の可撒性義歯で は娼嵯杜能の回憧が国難なものに限る∴  昭60．11．1   300，716，278  66，810．11   3，  412   

6  顎顔面補綴（陣痛手術．外傷及び炎症その他の原塩により蹄面領 域に生じた広範囲の実質欠損に係るものに限息）  昭61．10．1   1．72臥06丁   686．860   0．5  

7  顎関節症の補綴掌的治績ご顎田節症く頚髄節内陣、下顎頗の著しい 形及び顎節円碩の断裂を除く 

変関。）に係るものに限る。）   
252，550   2．85   0  4   

8  植皮的埋め込み電極を用いた機能的電子刺激環法（神縫の障書に  
よる運動麻坪又は骨・関節手鞘彼の筋萎縮l二係るものに限る。）   

9  人工括約筋を用いた見失斉の治績   平5．5．1  

10  光学印象媒楕による関村歯冠経せ法（歯冠部綿飴の修復に係るも のに限る∴  平7．7．l   372．120   81．72  

n  桂皮的レーザー稚Ⅶ壊滅圧縮（内視技下によるものを含み．稚Ⅵ堰 ヘルニアに係るものに限る 
。）   

9．845．860  2，362．88   2一  3【l   

造血器腫瘍細胞における薬剤耐性遺伝子産物P離蛋白のjl一定く自  
12   血病、悪性リンパ擢又は多発性骨髄償その他の造血器悪性膿瘍に  10，用5．660  用，D95．660   44．7  

係るものに限る。〉   

13  スキンドフフィバー法による悪性吉敷症怜斬法く手稿が予定されて い 

る看で．悪性高熱症が強く疑われる者に係るものに限る√）   

14  CTガイド下気管支鉄検査（肺腫瘍に係るものに限る∴   平川，2．1   14、665．208  13．549．BO8   6，  

先天性血液凝固異常丘の遺伝子診断（アンチトロンビン欠乏症、第  

15   ∨】眉子欠乏症、先天性アンチトロンビンⅠIl欠乏症、先天性ヘパリンコ フ7ククーn欠乏症又は先天性ブラスミノゲン欠乏症に係るものに阻  

る∴   
16  筋強直性又は筋緊弓長性ジストロフィーのDNA診断   平11．6．1   8，100   700   1．0  

SD【法による抗悪性腫瘍感受性試験（消化器がん、頭語群がん∴乳  
†7   がん、肺がん∴がん†乳掬・社旗炎．子宮矩がん、子宮体がん又は卵 巣がんに係るものに限る∴  平11．6．1  

18  三次元形状解析による鏡面の形態的持斯く賊蓋、放置又は頚部の 形性疾患に係るものに限る 変L）   
HDRA法又はCD－DST法による抗悪性は瘍感受性竜式儀（消化器  

505．781，706  485、392．931   29．8  257   19   がん（根治度Cの胃がんを除く．∴濾頸部がん、乳がん」怖がん．が ん性胸・腹腐炎．子宮頸がん、子宮体がん又は卵よがんに係るもの に周る．）  平12．3．1  
20  子宮蟄割前がん病変のHPV－DNA診断（子宮放言糖度異形成に係 るものに限る 2．3⊆〉9．350   258．750  O 175 

。）   

21  腹腔鏡下肝部分切除崩（肝外側区せ切除術を含み．肝腫瘍に操る のに限る 
も。：   

3l．156．896  23，498．7丁6   18．  2〔【   

22  悪性腫瘍に対する格子線治療（固形がんに係るものに限る∴   平13．7．1   11873．53り44  131．6糾．14   28．1  611   

23  エキシマレーザーによる治療的角膜切除術（角膜ジストロフィー又は 帯状角鷹変性に焦るものに限る∴  平13．3．1   2．193．484   丁25、584   3．   

24  成長障害のDNA診断（特発性低身長症に係るものに限る。）   平13．3．1   31l．560   24．160   0  

門脈圧冗進症に対する穫頸静脈肝内門脈大循環短絡怖く内視鏡的  
24、189．748  20，T12．868   52．7  25   ；名機若しくは薬軌治療抵抗性の食道静脈癌又は胃静脈癌、門脈圧 大道症性別邑症、難治性腹水又は難治性肝性脱水に係るものに限 る∴  平15．4．1  

26  乳房温存療法における注視下腹罵新譜怖く三に乳房温存手折が可 能なステージl又はステージ”の乳がんに係るものに限る。）  平15．4．1  
27  声帯内自家側漁筋腫移植術く一側性反回神植腐序又は声帯漬症 に係るものに限る 

。つ   

骨髄細胞移植による血管新生療法憫塞性動脈陪化痘又はバー  
28   ジャー痛く従来の治橙法に抵抗性のもので、フォンタン分類m鹿又  64．597．869  ●；●   38．  32   

は同分類Ⅰ∨崖のものに限る。）に係るものに取る‘）   

田  ミトコント」ア病のDNA診断（志乳酸血症その他のミトコンドリア隠能 低下が疑われる疾患に係るものに限る 

。）   
4，270．380  3．904，38   7．  
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整理  技術名   告示年月日   Q）給金鎮  

番号  く円）   痛手責総額  
（円：   

一級毛属性双胎妊娠において発症した双胎間輸血症候ヨ引こ対する  
56   内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術〈双胎間輸血症候謝こ権患 した一正毛鎮性双胎妊娠の症例〈妊娠十六道から二十六i馴こ職  106．373．074  丁5，89丁、32   33．4  69   

る，）に係るものに限る．；   

57  カラー蛍光観察システム下気管支鋏捜査及び光欄力学膚法（肺が 又がん病まに係るものに畷る 

んは気管支前ー）   3．705．550  3．508．15   20．   

58  先天性銅代湘よ常圧の遺伝子診断（ウィルソン鼠メンケス病又は オウシビタルホーン症候瓢こ係るものに限る。）  平t8．‖．1   218．000   2t．4  2   

租音波骨折治療法（匹肢の骨折（治療のために手術中に行われる  
59   ものを除くり）のうち、観血的手術を実施したものく開放骨折又は粉 のく 538．74ti．851  489．957．67   4丁．  362   

砕骨折に係るもを除．〉に係るものに畷る．。）   

CYP2C19遺伝子多聖域雇に基づくテーラーメイドのヘリコバク  
60   ター・ビロリ除Ⅷま法（ヘリコバクター・ビロリ感染を伴う▼濃■又は  589．270   313，27  O 24 

十二指腸潰瘍に係るものに限る。）   

非生体ドナーから採取された同種甘・靭帯組織の凍結保存（骨又は  
靭帯の再往術であって、先天性疾患、外1性（欠損性又は感染性  

61    偲節に係るものに限る。）、骨疎痛切険軋関節固定鞘時若しくは人 エ関節t換術時（初回又は再置換術時に限る 
巾）の広範耳骨欠凋L  314．205．445  28≦I亡362，793   44．  95   

脊椎固定柿崎の骨融合促進又は軌帯断裂による馳節不安定性に  
係るものに狙る。；   

62  ×強CT画像診断に基づく手術用顔徴隷を用いた歯根墟切除手桶 く難治性根尖性笛風炎であって．通常の根書治療では効果が沈め られないものに係るものに限る 2，丁29．050   265．680  O 31 
，：   

定主的CTを用いた有限要素法による骨強度予測絆価く骨組軽症、  
63   骨変形若しくは骨は瘍又は骨吐■珪爬術後若しくは骨髄炎抜爬術 にるのに限る 311，424   76．22  6   

後の症状係も。〉   

64  膀胱水圧拡張縮（間貸性眉胱炎に係るものに限るJ   平19．9．1   31．208．鵬4  23．259．26   5．  148   

65  色兼性乾皮症に係る遺伝子診断   平19．10．1   729．650   339．25   2，3  4   

87  菌局外科治療lこおける／くイオ・リジェネレーション法   平柑．10．1   3．227．090   325，89  O 54 

セメント回定人工膿粗野再置換備におけるコンビュー・う支援フルオ  
68   ロナビゲーションを用いたセメント除去摘く人工股関節のたるみに儒  

るものに取る．）   

89  腹腔鋭下止鷹取定術（直腸脱に係るものに限る∴   平19．‖．1   4．675．740  2．393．7   8，   7   

70  骨移動手刷こよる関節温存型再建（骨軟都度瘍切除彼のサ欠損に係 るものに限る 

．）   

肝切除手術における画像支橿ナビゲーション（原発性肝がん、肝内  
5乱230，357  55．】87．457   16．9  69   

71   胆管がん、転移性肝がん又は生体肝移植ドナーに係るものに限 る∴  平20．1．1  
舘状細胞及び腫瘍抗原ペプチドを用いたがんワクチン瘍法（腫オ杭  
原を発現する消化管悪性峰縞（食遭がん、胃がん又は大鵬がん）、  21，554．362  5．526．162   3．  33   

72    進行再発軋がん又は原発性若しくは転移性肺がんに係るものに限 る，）  平17．2．1  
73  自己腫瘍・細繊を用いた話性化自己リンパ球移入薇法（がん性の胸 水、腹水又は進行がんに係るものに限る．）  平10．2．1   91．305．654  48，572．97   13．  75   

丁4  6己腫瘍・組織及び樹状鞘抱を用いた活性化自己リンパ球移入薇 法（がん性の胸水 

．腹水又は進行がんに係るものに限る。〉   
43．785．600  27，789．11   】3，9  50   

75  リアルタイムPCRを用いた迅速i診断くEBウイルス感染症に係るも のに限る∴  平20．2．1  

内視鏡下小切聞泌尿器は瘍手術く尿甘腫瘍、膀胱腫瘍、後腹属性  
76   瘍、後腹旗リン／く節峰瘍（相集がんから転移したものに限る仁〉又は リンパ瘍（泌反省がんから転移したものに限る 
骨盤節腫．〉に係るも  

2≦l．001．丁34  27．273．丁3   21，2  24   

のに限る．；   

合  計  7．536、007．255  3．194．554．590  4．811   

平成20年6月30日時点における第3項先進医療技術に係る費用  
平成20年丘実績報告（平成19年7月1日～平成20年8月30日）  

要理  技術名   告示年月8   番号  

201  内視鏡下鎮部良性錘∬摘出栴く頭部食性膿瘍に係るものに限る．）  平11．6．1   23．19了．868  17，142．938   7．  4【l   

202  悪性黒色膿におけるセンチネルリンパ節の遺伝子炸断   平15．4．1   52．235．335  49t265．125   34．  37   

叶瘍性t瘍た及びサ魚群症に伴う骨脆弱性■まに対する経皮的t  
203   形成術（転移性脊椎すヰ■、骨組キ症による曹積骨折又は難治性 の 】63．429．978  80．662，308   7．9  410   

ヰ欄植伴う権体圧迫骨折若しくは臼美甘析に係るもに限る。；   

碁性慮色彊及び亨Lがんにおけるセンチネルリンパ節の同定と転移  170，398．434  155．1g2．447   17．9  209  
204   の検束  平15．9．1  

※上段＝葛性農色性、下段：乳がん  1．＄12．029．253  l．ヰ30．654．348   8，3  3．221   

205  カフェイン併用化学糧法（骨肉睡、悪性強ヰ性粕穐球睦、滑腐肉騰 又は明維胎内睦その他の骨軟部悪性膿瘍に焦るものに限る 
。）   

301，433．016  297．853．51（i  125．2  57   

206  胎児尿路・羊水腔シャント術（フルーン・ベリー症候群その他の胎児 即事性尿路ま患に係るものに取る 平16，12，1  
（）  

筋遺賢弓削こ対するmリ占Cl●■lt●rOntbloGk（MAB〉治績（ジストニ  
207   ア、虚性麻痺その他の局所の彷遇緊弓腰を呈する病態に係るものに  1．255，470  1．230，27   

限る．）   

胸部層性鷹■に対するラジオ濃煉灼療法〈h部悪性旺■（従来の  196．718．837  144．009，33了   
208   外科的治療法の実施が国難なもの又は外科的治療法の実施によリ 根治性が期待できないものに膿る 

。‖  
※上段：肺がん、下段：軋がん   

腎裏性叫■に対するラジオ濃淡灼瘍法（腎幕性随■く従来の外科  
209   的治療法の実施が臨機なもの又は外科的治療法の菓橋により根治   平】6．12．1   28．293．584  21．4丁5．36   11．  48   

性が期待できないものに取る∴  
210  内槙鏡下甲状敗がん手術く手術の其施軋予後の長い甲状腺乳頚 がんに係るものに限る 

。）   
817．290   537．09   6．   

骨錘瘍のCT透視ガイド下線皮的ラジオ政焼釣女法（転移性骨瞳瘍  
で既存の治療法により制御不良なもの又は類骨鷹〈診断の破棄なも  13．019．170  10．039．67   19．  18  

211    のに限る。）に係るものに限る。）  平17．2．1  
※上段：転移性サ鯉瘍で既存の治ホ法により制御不良なもの  

下段：類書4〈診断の確実なものに限るE）に係るもの  
3．840、900  2．911．60   10．1  8   

212  下肢静脈痛に対する血管内レーザー治療法（一次性下肢静脈凱こ 係るものに限る∴  平】7．2．1   45．099．0柑  11．133．4【け   1．  353   

胎児胸腔・羊水睦シャントチューブ甘t術く特発性又は既知の胎児  
先天性感染による胸水を主たる徴條とする井免疫性胎児水烏症くN  

213    IHF】例であって、胸腔穿刺後一週Ⅶ以降に鼻水の再貯留が汲めら  47乙200   411．22   12．0  
れるものく妊娠二十過から三十四週末凛に限る。）に係るものに限  
るF；   

214  早期▼がんに対する腹腔鏡下センチネルリン／噂検束   平†7．4．1   19，653．024  】9，2≦け．42   24．  

215  副甲状腺内活性型ビタミンDぐアナログ）彊穣注入橿法くこ次性別甲 天正にるものに限る 

状柚舵道係．1）   

合  計  2、831．893．358  2．241－816．144  4．76∈l   

※ 未実施により集札報告がないものは「－」としている。  

※ 未実施により菓■報告がないものは「－」としている。  

4ノノ4ページ   3′′4ページ  



（参考）  

先進医療における保険導入等の実績  

先進医療は、平成16年12月の厚生労働大臣と内㈲府特命担当大臣（規制改平、産業再  

生機構）、行政改革担当、構造改耳特区・地域再生担当との「いわゆる『浪合診療蘭越』に  

係る基本的合意」に基づき、人だ保険診療の対象に至らない先進的な医療技術と保険診療  

との併川を認める串j度として、平成17年7月に創設されたし．その後、平成18年10月に  

健康保険法の・部改正に伴う特定療養費制度の再編成の際、評価癖養として位置づけられ  

て現在に至っているこ   

先進医療専門家会議においては、保険医療機関から保険給付との併川の希望があった新  

規の医療技術について科学的評価を行うとともに、保険給付との併川が認められた医療技  

術について実施保険医療機関からの定期的な報告を踏まえ、保険導入に係る技術的問題に  

ついて検討を了」‘うこととされている   

平成20年度診療報酬改定に際し、初めて保険導入等のための評価が行われたところ1  

1．診療報酬改定時の取扱し十   

（1）先進医療の恍険導入等は診療報酬改定に際し、実績額告等に基づき評価を行う。   

（2）先進医療を保険導入するにあたって考慮すべき事項は、「有効什」、「安全性」、「技  

術的成熟度」、「社会的妥1性」、「普及性」、「効率性」昔とする。   

（3）先進医療の保険導入等に関する評価は、原則として下記のいずれかとする。  

A．優先的に「保険導入」が亥耳：■1  

H．「保険導入」が妥当簸1  

C．現状どおり先進医療が過当  

r）．先進医療から削除するのが適1  

※1 中也協において、先進医療専門家会議の報告内容を審議し、保険導人する技術を決定、   

（4）評価の対象技術は、すでに先進医療となっている技術とする。但し、薬事法上人  

承認又は適応外使川に該当する医薬品及び医療機器を含む技術を除いた技術とする、、  

2．保険導入等の実績   

平成20年度診療報酬改剋こ際して、平成18年7月1［］から平成19年6月30Uまで  

に実苗報エがなされた117技術のうち、実施期間が、】′・牛に満たない4技術と「時限的先  

進医療」とされた18技術を除いた95技術が評価対象となった。   

その95技術に係る結果は以下の通り、、  

（1）保険導入された技術：20技術泳：  

（2）現状どおり先進医療が適当とされた技術：60技術淋3  

（3）先進医療から削除するのが適当とされた技術：15技術   

※2 対象部位等が限定された上で保険導入された医療技術も含まれている一   

※3 対象別苗等が限定された上で保険導人され、それ以外の部何等に対し現状どおり先進医療  

が適当とされた医療技術も含まれてし、る、  

㊦   
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歯科用貴金属価格の随時改定について  

○随時改定価格の考え方  

l合金の素材価格の補正幅（叫             前回改定 
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前回の価格改定  H21．4の価格改定  

（例）歯科鋳造用金銀パラジウム合金の場合  

平成20年10月（前回）改定告示価格（A）  

補正幅（B）  

平成21年4月予定告示価格（A＋B）   

808円   

－170円  

638円   



歯科用貴金属素材価格の推移（H12，1～H20．12）  
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